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　静岡市と藤枝市の境にある峠。中世から交通の要綱として和歌にも

詠まれ、国道 1 号のトンネルが通過しています。

　平安時代の蔦の細道はハイキングコースとして整備されていて、近

世東海道の交通を知る貴重なものとして 2010 年に、国の史跡「東海

道宇津ノ谷峠越」に指定されています。

　コースの途中には、秀吉ゆかりのお羽織屋、延命地蔵尊をまつる慶

龍寺など見どころも多くあり、中世から近代につながる宇津ノ谷峠の

変遷を感じることができます。

宇津山慶龍寺

お羽織屋

龍門橋

旧東海道 丸子 宇津ノ谷峠



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

今
年
度
、
永
田
会
長
の
後
を
引

き
継
い
で
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し

た
清
水
区
の
遠
藤
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
戴
き
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
静
岡
市
が
今
ま
で
よ
り
一
歩
で

も
前
に
進
む
よ
う
努
力
す
る
所
存

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

私
は
、
今
大
き
な
問
題
は
極

端
な
会
員
の
減
少
だ
と
考
え
ま

す
。
ク
ラ
ブ
会
員
は
平
成
20
年
が

２
万
６
０
０
０
人
、
10
年
後
の
平

成
30
年
に
は
１
万
人
減
少
し
現
在

１
万
６
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
原
因
は
大
き
く
二
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
年
齢

が
上
が
っ
た
こ
と
。
平
均
寿
命
が

延
び
、
ま
た
年
金
財
政
の
圧
迫
か

ら
年
金
受
給
年
齢
が
繰
り
上
げ
ら

れ
、
働
か
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な

い
社
会
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
働

い
て
い
る
人
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

は
入
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
魅

力
不
足
。
生
活
様
式
が
多
様
化
し

た
現
代
に
お
い
て
誰
も
が
納
得
す

る
魅
力
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の

業
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
も

し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
は
自
然
減
、
亡
く
な

っ
た
り
病
気
に
な
っ
て
続
け
ら
れ

な
く
な
る
。
ま
た
役
員
の
な
り
手

が
な
く
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
て
し
ま

う
。
ク
ラ
ブ
解
散
は
一
挙
に
数
十

人
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん

と
し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

多
く
の
会
員
が
「
役
員
は
大
変

だ
」
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
決
し
て
大
変
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
知
り

合
え
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た
と

い
う
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

　

大
変
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
心
身
共
に

健
康
に
な
り
自
分
の
た
め
に
も
な

る
こ
と
を
ど
う
し
た
ら
知
っ
て
も

ら
え
る
か
、
こ
れ
か
ら
皆
で
話
し

合
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
れ
に
は
誰
と
で
も
話
が
出
来

る
信
頼
関
係
の
構
築
が
よ
り
大
事

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
葵
区
も
駿
河
区
も
清
水
区
も

力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

会
員
減
少
に
歯
止
め
を

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
　
会
長
　
遠
藤 

日
出
夫

全国老人クラブ大会のご案内
　第 48 回は 11 月 26 日・27 日
に「のばそう！健康寿命、担おう！
地域づくりを」をメインテーマに
埼玉県で開催されます。参加希望
の方は、8月 23 日までに事務局
へお申し込み下さい。

月刊「全老連」が全老連ホー
ムページでどなたでも見られ
るようになりました
　全国の仲間たちの先進的な取り
組みが紹介されている月刊「全老
連」がインターネットでいつでも
だれでも見られるようになりまし
た。
　「全老連」と検索していただけ
れば、表紙の頁にクリックする箇
所が表示されます。是非ご活用く
ださい。スマホでもご覧いただけ
ます。
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お 知 ら せ



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

平
成
30
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
の
定
時
総
会
が
、
令
和

元
年
5
月
14
日
（
火
）
静
岡
市

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
大
会
議

室
に
て
13
時
30
分
か
ら
、
三
区

の
代
議
員
の
出
席
で
行
わ
れ
ま

し
た
（
37
名
の
内
28
名
出
席
・

6
名
委
任
状
・
3
名
欠
・
22
条

に
よ
り
総
会
成
立
）。
内
田
常

務
理
事
の
司
会
で
開
会
、
永
田

会
長
の
挨
拶
（
会
員
減
を
、
増

に
す
る
に
は
？
・
フ
レ
イ
ル
健

康
に
つ
い
て
・
他
）、
青
野
志

能
生
静
岡
市
保
健
福
祉
長
寿
局

次
長
は
じ
め
4
名
の
来
賓
の
ご

臨
席
を
頂
き
、
青
野
次
長
か
ら

市
長
代
理
の
（
い
つ
ま
で
も
自

分
の
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

健
康
長
寿
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・

他
）
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
議
長
は
永
田

会
長
、
第
1
号
議
案
＝
30
年
度

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
報

告
と
監
査
報
告
、
第
2
号
議
案

＝
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
説
明

と
承
認
、
第
3
号
議
案
＝
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

代
議
員
の
質
問
は
、
理
事
会

開
催
回
数
の
件
や
市
の
各
ス
ポ

ー
ツ
大
会
等
へ
の
意
見
な
ど
、

活
発
で
貴
重
な
発
言
が
あ
り
、

第
9
回
の
総
会
も
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
加
入
し
て
4
年
目
に

な
り
ま
す
。
会
員
の
減
少
を
止

め
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
す
る
の

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

高
齢
者
の
目
標
は
「
健
康
長

寿
」
で
す
。
組
織
や
事
業
の
見

直
し
を
し
て
、
活
動
の
継
続
的

な
定
着
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
お
知
恵
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
務
局
や
各
区
役

員
に
是
非
お
知
ら
せ
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
石
川
和
恵
）

ク
ラ
ブ
発
展
目
指
し
、
一
致
団
結
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市 老 連 の 活 動

市老連　第 9 回定時総会



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　1 月 24 日（木）清水文化会館マリナー

トの大ホールにおいて、10 時から清水区

の芸能発表会が開かれました。

　来賓として出席下さった大川清水区副区

長から、「少子高齢化の現在、生き甲斐を

持って、スポーツや芸能などに学ぶ姿に深

く敬意を表します。」との祝辞もいただき

ました。

　総出演者６１５名が日頃きたえたのどや

体で次々と演じる姿に、観客も思わず引き

込まれ、すばらしいひとときをすごすこと

が出来ました。（吉野ちよみ）

　1 月 31 日（木）、市民文化会館にて葵区・駿河区合

同芸能発表会が開催され、午前はリフォームファッシ

ョンショー、午後は合唱・民謡・銭太鼓・日舞・寸劇

など 41 演目の発表が行われました。

　リフォームファッションショーは、タンスに眠って

いる着物を解き、日常着として 17 点が思い思いの工

夫で洋服に変身です。会場からは、それぞれの作品に、

「上手に纏めたねエ…いいわねェ…」と拍手でした。

苦労した甲斐あって「中身」の濃い内容で、他学地区

との交流も出来て和やかな発表会でした。（石川和惠）

清水区芸能発表会

リフォーム作品17点に
賞賛の声

華やかにあでやかに！
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活 動 紹 介 《 芸 能 発 表 会 》

葵区・駿河区合同芸能発表会



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　第 7 回グラウンド・ゴル

フ大会は、雨で順延となり 6

月 5 日（水）松富スポーツ

広場で開催、265 名が朝早く

から集いました。少し早めの

開会式、競技開始です。

　曇り空、1 打目からホール

インワン、5 ～ 6 打となる選手も、歓声や、ため息、拍手と応援

で、和気あいあいの楽しい大会となりました。

　上位の選手は 10 月 12 日（金）に開催される「市グラウンド・

ゴルフ大会」に出場です。市大会優勝目指し練習に励んで下さい。

大会結果は右表のとおりです。（石川 和惠）

　6 月 18 日（火）中央体育館において、第 15

回輪投げ大会が行われました。体育館では雨の

心配もなく、70 チーム、403 名で、9 本の輪

に思いを込めてゲーム開始です。

　得点の高い棒を目掛けて投げるが…惜しい…

ヨーシと得点した草の実 A チームが優勝しま

した。上位 30 チームが、8 月 9 日開催される

市老連輪投げ大会に出場します。

（石川 和惠）

男性の部

順　位 氏　名 クラブ名 スコア

優　勝 永田　裕次 旭寿会 46

準優勝 内野　芳孝 百寿会 50

第３位 諸田　兵治 大花会 53

第４位 神谷　光男 明星クラブ 54

第５位 滝沢　修一 芦寿会 54

女性の部

順　位 氏　名 クラブ名 スコア

優　勝 柴田カヨ子 さわやかクラブ 51

準優勝 望月はる江 若葉クラブ 57

第３位 新村たき江 梅寿会 59

第４位 西村　歳子 芦寿会 59

第５位 竹田　活子 松寿会 60

順　位 学地区 チーム名

優　勝 西　奈 草の実 A

準優勝 一番町 住吉シニア

第３位
西　奈 草の実 B

麻　機 麻丘クラブ A

大会結果

大会結果

※ 12 ホール× 2 でのスコア
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活 動 紹 介 《 葵 区 》

第 7 回 葵区グラウンド・ゴルフ大会

第 15 回　葵区輪投げ大会

9本の輪に思いを込めて

和気あいあいとプレー



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　梅雨の合間を縫って 6 月 19 日（水）、中央体育館で行われました。今

年の参加チーム数は 67、昨年より幾分少なくなったものの、総勢 335 人

の選手が元気に集まりました。来賓の興津課長が応援に駆けつけて下さ

り、開会式での選手の意気込みが更に盛りあがりました。午前の予選リー

グ戦は、大きなトラブルもなく行われ、選手の意欲と熱気が高まった決勝

トーナメントも、大きな歓声の中で無事終了。「お疲れさまでした」

　8 月の市大会には 27 チームの参加です。「より高く、より強く、より正

確に」チームワークを磨いて頑張って下さい。

　大会結果は次のとおりです。（大石眞由美）

　第 7 回駿河区グラウンド・ゴルフ大会が 5 月 30 日

（木）、中原スポーツ広場で開催されました。天気に恵

まれグラウンドも安定してプレーできました。大会結

果は表のとおりです。（牧野 展也）

順　位 学地区 チーム名

第１ブロック
優　勝 長田北 第 2 向寿会

準優勝 南　部 弥生 A

第２ブロック
優　勝 富士見 楽友会 A

準優勝 川　原 川原長寿会 A

順　位 学地区 チーム名

第３ブロック
優　勝 西豊田 むつみ会 B

準優勝 富士見 登呂中部楽寿会Ａ

第４ブロック
優　勝 長田東 丸子新田晁寿会Ｂ

準優勝 長田北 手越寿会

活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

男性の部

順位 氏名 学地区 スコア

優　勝 大石　良雄 大里東 69

準優勝 石垣　輝久 大　谷 73

第 3 位 佐藤　俊雄 中　島 73

女性の部

順位 氏名 学地区 スコア

優　勝 石川　敏子 富士見 72

準優勝 加藤　浩子 中　田 79

第 3 位 滝沢すゑ子 長田北 80

大会結果

大会結果
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第 15 回 駿河区輪投げ大会

優勝は大石良雄さん
石川敏子さん

335名が熱戦 27チームが市大会へ

第 7 回 駿河区グラウンド・ゴルフ大会



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

活 動 紹 介 《 清 水 区 》

　朝方は夏日の様相で暑さを心配しましたが、午後は涼しい風が吹

き、快適なスポーツ日和となりました。地区予選を経た腕自慢の選

手が勢揃いし、16 コートに分かれ予選（6 人 1 組・3 人勝ち上がり）

から始まりました。決勝戦は 4 回勝ち上がった 6 人で行われ、遅

れても辛抱強くゲームを進めた人が上位、優勝された感がありまし

た。尚、男女別の優勝者、入賞順位は別表の通りです。（鈴木 泰造）

　6 月 25 日（火）、第 5 回清水区シニアクラブ

輪投げ大会が、美しく改装された清水総合運動場

体育館で 21 地区 335 人、54 チームが出場して

開催され、選手たちが熱戦を繰り広げました。

　由比地区は 3 チーム出場し、そのうち 2 チー

ムが高得点で優勝、準優勝と好成績をおさめまし

た。（吉野ちよみ）

順　位 氏名 地区名

優　勝 中村　哲治 不二見

準優勝 清水　勝司 興　津

第３位 海野　欣五 庵　原

第４位 望月　善行 庵　原

第５位 松田冨士夫 有　度

第６位 吉川　清二 不二見

順　位 氏名 地区名

優　勝 福山トミ子 飯　田

準優勝 渡辺ヤス恵 有　度

第３位 徳田　澄子 袖　師

第４位 梨本　和恵 岡

第５位 杉山千代子 不二見

第６位 伊藤　一美 岡

大
会
結
果

順　位 地区名 チーム名 得　点

優　勝 由　比 由比西 954

準優勝 由　比 由比東 925

第 3 位 不二見 不二見 A 919

第 4 位 江　尻 江尻Ａ 908

第 5 位 高　部 天王町桜木会 902

第 6 位 蒲　原 蒲原Ｃ 892

大
会
結
果

90 歳以上記念メダル授与者

氏名 地区名 年齢

吉川　清二 不二見 91 歳

長島　實　 袖　師 90 歳

柳澤　諭　 浜　田 90 歳

氏名 地区名 年齢

寺畑　玉枝 袖　師 90 歳

遠藤　金男 小　島 90 歳

（7）第 29 号 市 老 連 だ よ り 令和元年 7 月発行

優勝!! 中村哲治さん 福山トミ子さん

熱戦を制したのは？

開催日・令和元年 5 月 24 日（金）
会場・清水総合運動場陸上競技場
参加者・18 地区・選手 178 名・役員委員 54 名

第 10 回清水区クロッケー大会

第５回 清水区シニアクラブ輪投げ大会



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

鈴
木
千ち

は
る治
さ
ん
は
大
正
12
年

5
月
5
日
、
愛
知
県
の
農
家
で
、

四
人
姉
弟
の
二
女
と
し
て
生
ま

れ
、
育
た
な
い
か
も
知
れ
な
い
と

心
配
さ
れ
る
程
小
さ
く

弱
々
し
い
児
だ
っ
た
と

の
事
。
多
忙
な
母
は
、
お
ん
ぶ
す

る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
着
物
の

懐
に
入
れ
て
仕
事
を
し
た
そ
う
で

す
。
少
し
大
き
く
な
っ
て
も
食
が

細
く
寝
て
い
る
事
が
多
く
、
栄
養

不
良
の
た
め
か
、
と
り
目
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
子
は
忙

し
い
こ
の
家
で

は
育
た
な
い
か

も
と
心
配
し
、
子

供
の
い
な
い
本

家
に
も
ら
わ
れ

て
行
き
可
愛
が

ら
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
体
も
だ
ん
だ
ん
丈
夫
に
な

り
ま
し
た
が
、
体
操
の
時
間
に
な

る
と
決
ま
っ
て
頭
や
お
な
か
が
痛

く
な
っ
て
見
学
し
て
い
た
く
ら
い

運
動
嫌
い
で
し
た
。
ま
た
「
ミ
ミ

ズ
」
や
「
ヘ
ビ
」
が
大
の
苦
手
で
、

あ
る
時
ミ
ミ
ズ
に
驚
い
て
逃
げ
た

拍
子
に
桑
畑
の
切
り
株
に
つ
ま
ず

い
て
転
び
足
を
縫
う
位
の
大
け
が

を
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
有
様
だ
っ
た

の
で
自
分
で
も
「
農
家

に
は
お
嫁
に
行
け
な

い
。」
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
学
校
を
卒
業
す

る
と
す
ぐ
上
京
し
働
き

は
じ
め
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
建
具
職
人
だ
っ
た

ご
主
人
と
知
り
合
い
結

婚
。
二
男
一
女
に
恵
ま
れ
、
病
気

ら
し
い
病
気
も
せ
ず
、
頑
張
っ
て

働
き
通
し
ま
し
た
。
好
き
で
30
年

も
続
け
た
踊
り
（
藤
間
流
）。
会

社
の
同
僚
と
出
掛
け
た
旅
行
等
々

楽
し
い
想
い
出
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
今
も
、
お
か
ず

は
全
て
手
作
り
、
坂
道
も
苦
に
な

ら
ず
散
歩
し
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
使

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
重

も
若
い
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
、
血
圧
の
薬
だ
け
は
飲
ん
で
い

ま
す
が
、
他
に
悪
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。『
子
供
達

に
面
倒
を
か
け
な
い
』

と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
考
え
て
お

だ
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
と
の
こ
と
。

　

動
き
も
軽
快
で
20
歳
は
若
く
見

え
る
千
治
さ
ん
。「
昔
か
ら
お
酒

は
大
好
き
で
…
。」
と
一
寸
は
ず

か
し
そ
う
に
言
う
と
て
も
可
愛
い

人
で
し
た
。

　

未
熟
児
だ
っ
た
彼
女
が
96
歳
の

現
在
ま
で
、
生
き
生
き
と
若
々
し

く
暮
ら
し
て
い
る
理
由
が
少
し
わ

か
っ
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

（
吉
野
ち
よ
み
）
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ち は る

乗れない自転車の前でポーズ
を決める

健
康
長
寿
は
健
脚
と
百
薬
の
長
で



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
「
新
富
町
若
宮
ク
ラ

ブ
」
は
、
会
員
数
64
名
で
す
。

然
し
、
平
均
年
齢
80
・
４
歳
、

80
歳
以
上
の
会
員
が
56
％
と
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
中
、

当
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
の
は
、「
会

員
の
絆
」
で
す
。
身
近
な
ご
近

所
さ
ん
と
助
け
合
い
、
支
え
合

っ
て
一
緒
に
地
域
を
育
て
て
行

け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

以
下
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
に
「
健
康
な
毎
日
か

ら
」
で
す
。
楽
し
い
活
動
を
通

じ
て
、
体
力
の
維

持
と
健
康
増
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
町
内
の
公
民
館

を
使
用
し
、
年
4
回
輪
投
げ
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
全
員
に
は
、
お
弁
当
、
茶
菓

子
を
用
意
し
、
食
事
を
取
り
な

が
ら
懇
親
会
を
実
施
し
、
参
加

さ
れ
な
い
方
々
の
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　

第
二
は
「
人
と
人
つ
な
が
る

力
」
で
す
。
簡
単
な
日
常
生
活

支
援
や
話
し
相
手
に
な
る
等
の

会
員
相
互
の
絆
を
深
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
11
月

に
「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
と
富
士
宮
浅
間
大
社
参

拝
」
に
20
名
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
快
晴
に
め
ぐ
ま

れ
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
屋
上

か
ら
の
富
士
山
は
雲
一
つ
無
く

素
晴
ら
し
い
景
色
で
し
た
。
景

色
を
堪
能
で
き
、
参
加
者
全
員

か
ら
歓
声
が
上
が

る
ほ
ど
で
し
た
。
こ

の
行
事
を
知
っ
た

隣
の
ク
ラ
ブ
さ
ん

か
ら
、
是
非
一
緒
に

行
き
た
い
と
の
オ

フ
ァ
ー
が
あ
り
、
今

年
度
は
2
ク
ラ
ブ

合
同
で
バ
ス
旅
行
に
行
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
「
絆
」

作
り
の
一
環
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
年

4
回
実
施
、
今
年
度
1
回
目
を

6
月
15
日
に
開
催
し
、
食
事
を

取
り
な
が
ら
大
変
楽
し
く
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
三
は
「
地
域
の
為
に
出
来

る
事
」
で
す
。「
神
社
境
内
の

清
掃
奉
仕
活
動
」
を
毎
月
実
施

し
て
い
ま
す
（
年
間
延
２
５
０

名
参
加
）。
自
治
会
・
氏
子
の

皆
様
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
掃
除
終
了
後
に
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
参
加
さ
れ
て

い
な
い
会
員
の
近
況
を
報
告
し

合
い
、
情
報
交
換
し
て
い
ま

す
。

　

以
上
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
も
絆
を
大
切
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

入
江
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
富
町
若
宮
ク
ラ
ブ　

会
長　

福
田 

義
久

会
員
相
互
の
絆
づ
く
り
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

一
番
町
地
区
の
活
動
は
、
地

区
輪
投
げ
大
会
と
番
町
小
学
校

2
年
と
の
輪
投
げ
交
流
会
、
こ

の
2
つ
だ
け
で
し
た
。
他
の
活

動
は
、
各
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
会
員
が
減
少

し
多
く
の
活
動
を
行
う
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
活
動
を
ま
と
め
て
地
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
行
い
、
各
単

老
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
効
率
化
で
負
担
軽
減

一
番
町
地
区　

住
吉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長　

中
島 

一
州

　

習
字
の
練
習
会
は
、
登
録
会

員
20
名
で
毎
回
出
席
者
は
14
～

15
名
で
す
。
会
員
で
師
範
の
資

格
の
あ
る
方
が
先
生
と
な
り
、

手
本
を
書
い
て
下
さ
り
会
員
は

そ
れ
を
見
て
練
習
し
、
先
生
に

添
削
し
て
も
ら
い
ま
す
。
初
め

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
会
員

も
褒
め
上
手
の
先
生
に
乗
せ
ら

れ
て
、
進
ん
で
添
削
し
て
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
お
ど
り
の
会
は
、
最
初

は
6
名
く
ら
い
で
寂
し
か
っ
た

で
す
が
、
口
コ
ミ
で
勧
誘

し
、
2
年
目
に
入
り
15
名

に
増
え
て
き
ま
し
た
。
最

初
に
準
備
運
動
を
か
ね

て
、
椅
子
を
使
っ
た
ス
ク
ワ
ッ

ト
や
腕
振
り
体
操
・
脳
ト
レ
指

運
動
を
行
い
、
次
に
踊
り
の
師

匠
の
指
導
で
、
き
よ
し
の
ズ
ン

ド
コ
節
や
開
運
招
福
音
頭
を
踊

り
ま
す
。
後
半
は
、
サ
ザ
エ
さ

ん
体
操
や
四
季
の
歌
の
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
炭
坑
節
な
ど
を
踊

り
ま
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
12
名
が
参
加

し
て
対
戦
方
式
で
行
っ
て
い
ま

す
。
記
録
の
付
け
方
も
勉
強
に

な
る
の
で
、
正
式
な
記
録
表
に

交
代
で
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

輪
投
げ
だ
け
は
人
数
が
多
い

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
各
単
老
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
ま

と
め
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

福
寿
会
は
駿
河
区
の
ほ
ぼ
中

心
部
に
あ
り
、
中
田
と
言
う
よ

う
に
、
昔
は
田
ん
ぼ
の
多
か
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
住
宅

地
が
広
が
っ
て
、
中
田
学
区
の

中
で
一
番
会
員
数
が
多
い
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

駿
河
区
中
田
本
町
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
福
寿
会
の
紹
介
を
い
た
し

ま
す
。
当
会
員
は
男
性
25
名
、

女
性
51
名
（
役
員
10
名
）
76
名

で
成
り
立
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
で

す
。
会
員
相
互
の
「
健
康
」「
親

睦
」「
安
心
」
と
良
き
地
域
に

あ
る
歴
史
、
風
土
を
大
切
に
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
活
動
内

容
は
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁
、
将
棋
、

吹
き
矢
、
輪
投
げ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
年
に
2
回
の
小

旅
行
を
実
施
し
、
ま
た
区
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
、
他
に
奉
仕
活
動

な
ど
で
す
。

　

春
と
秋
に
2
回
バ
ス
旅
行
を

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
95
～

１
０
０
名
く
ら
い
で
す
。
温
泉

に
ゆ
っ
た
り
と
つ
か
り
、
ゆ
か

り
の
地
を
の
ん
び
り
散
策
し
、

運
動
好
き
な
仲
間
た
ち

中
田
学
区　
福
寿
会　
会
長　

勝
呂 

利
昭

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、
楽
し

い
お
土
産
を
ど
っ
さ
り
買
っ
て

一
日
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
き
て

い
ま
す
。
1
月
に
は
新
年
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
65

名
前
後
で
す
。
お
酒
を
飲
み
、

食
事
を
し
な
が
ら
昔
の
話
や
、

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
、
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
声
で
カ
ラ
オ
ケ
、
頭

脳
を
使
う
囲
碁
、
将
棋
、
健
康

の
増
進
に
吹
き
矢
、
集
中
力
と

頭
脳
を
使
う
輪
投
げ
。
天
気
の

良
い
日
に
太
陽
を
サ
ン
サ
ン
と

浴
び
な
が
ら
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
る
会

で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

最
低
月
4
回
か
ら
5
回
で
す

が
、
元
気
な
人
は
月
に
15
回
以

上
活
動
し
て
い
る
女
性
も
い
ま

す
。
輪
投
げ
は
毎
週
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
以
外
は
隔
週
、

特
に
女
性
に
元
気
が
あ
る
会
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
神
社
の
清
掃

奉
仕
活
動
は
月
1
回
、
中
田
小

学
校
の
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
る
延

べ
人
数
は
１
３
０
０
人
か
ら

１
４
０
０
人
位
。
外
部
活
動
を

入
れ
る
と
１
５
０
０
人
以
上
活

躍
し
て
い
る
会
で
す
。
残
念
な

が
ら
男
性
会
員
が
少
な
い
の
が

悩
み
で
す
。

　

福
寿
会
の
活
動
状
況
を
説
明

し
な
が
ら
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
加
入
の
た
め
に

多
く
の
人
た
ち
に
一
声
運
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
と
会
員
相
互

の
親
睦
と
絆
と
楽
し
さ
を
深
め

て
い
く
福
寿
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（11）第 29 号 市 老 連 だ よ り 令和元年 7 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

笑
顔
で
挨
拶葵

区
　
南
藁
科
学
区
　
産
寿
会
　
小
泉
　
改

　

朝
登
校
す
る
子
供

達
の
吐
く
息
が
、
白

く
け
む
る
朝
日
に
照

ら
さ
れ
て
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

元
気
な
黄
色
い
声
が

と
ん
で
来
る
。
こ
ち

ら
も
負
け
な
い
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」。
子
供
た
ち

の
笑
顔
で
今
朝
も
元

気
を
い
た
だ
い
て
一

日
の
活
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
朝
も
子
供
た
ち
を
無
事
に
送
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
が
パ
ト
ロ
ー
ル
の
醍
醐
味
で
す
。

　

毎
年
5
年
生
が
実
習
で
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
予

想
以
上
に
収
穫
で
き
た
の
で
、「
さ
あ
ど
う
し
よ
う
？
」

と
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、
結
果
、「
旗
振
り
の

お
じ
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
2
人

の
子
供
さ
ん
が
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」

と
声
が
つ
ま
り
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
早
速
炊
き
込
み
ご
飯
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
今

朝
は
変
わ
っ
た
ご
飯
だ
よ
」「
貰
っ
た
お
米
で
炊
い
た
ん

だ
よ
」
と
言
っ
て
感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
前
後
は
満
足
に
ご
飯
も
い
た
だ
け
な
か
っ
た

の
に
今
は
幸
せ
で
す
。
幸
甚
幸
甚
こ
れ
は
見
守
り
パ
ト
ロ

ー
ル
の
た
ま
も
の
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
だ
。

　

余
生
を
更
に
健
康
で
続
け
て
参
り
ま
す
。

会
長
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で

駿
河
区
　
南
部
学
区
　
弥
生
会
　
会
長
　
佐
藤
エ
イ
子

　

今
年
4
月
よ
り
前
任
の
牧
野
幸
雄
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
68
名
を
6
つ
の
班
に
分
け
班
長
さ
ん
に
ま
と

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
役
員
会
は
11
名
で
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
は
現
在
5
グ
ル
ー
プ
（
輪
投
げ
・

カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
・
カ
ル
タ
・
和
の
会（
縫
い
物
））で
す
。「
カ

ル
タ
」
は
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
百
人
一
首
」

が
中
心
で
す
。
恋
の
歌
が
多
い
の
で
、
過
ぎ
し
日
の
甘
い

（
？
）、
辛
い
（
？
）
思
い
出
に
一
瞬
浸
り
、
そ
れ
を
笑
い

の
タ
ネ
と
し
て
、
と
に
か
く
良
く
笑
い
ま
す
。
今
年
中
に

ペ
タ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
も
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
選

択
肢
が
ふ
え
て
会
員
を
誘
い
や

す
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、「
誕
生
会
」
を
計
画
し
、
6

月
10
日
役
員
会
後
該
当
3
ヶ
月

の
方
8
名
が
出
席
さ
れ
役
員
含

め
17
名
が
集
い
祝
い
ま
し
た
。
約

2
時
間
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
散

会
、「
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
町
内
の

子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
も
積
極

的
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

遠
出
の
少
な
く
な
っ
て
い
る

高
齢
者
、「
弥
生
会
」
の
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
み
ん
な
が
楽
し
く

老
い
る
地
域
に
し
た
い
な
ー
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

事業名 実施日 備考

第 9 回定時総会  5 月 14 日（火） 静岡市中央福祉センター

第 4 回新任会長研修会  7 月 9 日（火） はーとぴあ清水

第 14 回輪投げ大会  8 月 9 日（金） 北部体育館

第 3 回シニアクラブ大会 10 月 8 日（火） 市民文化会館

第 13 回グラウンド・ゴルフ大会
10 月 11 日（金）
※予備日 10 月 18 日（金）

清水庵原球場　第２球場

第 4 回会員交流ウォーキング 11 月 29 日（金） 山梨県・昇仙峡

第 6 回ペタンク大会
12 月　6 日（金）
※予備日 12 月 13 日（金）

新興津緑地公園多目的広場

事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 6 月 5 日（水） 松富スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 18 日（火） 中央体育館

ペタンク大会
9 月 20 日（金）
※予備日 9 月 27 日（金）

松富スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 24 日（木） 中央体育館
葵区・駿河区合同作品展 11 月 20 日（水）〜 11 月 24 日（日） 市民ギャラリー
葵区・駿河区合同芸能発表会 令和 2 年 1 月 30 日（木） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 30 日（水）　 中原スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 19 日（水） 中央体育館

ペタンク大会 9 月 19 日（木）
※予備日 9 月 26 日 （木）　 中原スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 23 日（水） 中央体育館
駿河区・葵区合同作品展 11 月 20 日（水）〜 11 月 24 日（日） 市民ギャラリー
駿河区・葵区芸能発表会 令和 2 年 1 月 30 日（木） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
クロッケー大会 5 月 24 日（金） 清水総合運動場陸上競技場
輪投げ大会 6 月 25 日（火） 清水総合運動場体育館
ボウリング大会 7 月 12 日（金） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 20 日（金）
※予備日 9 月 27 日（金） 新興津緑地公園多目的広場

スポーツ大会 10 月 24 日（木）
※予備日 10 月 29 日（火） 清水庵原球場第 2 球場

清水福祉総合文化祭作品展 11 月 8 日（金）〜 11 月 11 日（月） はーとぴあ清水
芸能発表会 12 月 4 日（水） 清水文化会館マリナート

葵　区

駿河区

清水区

市老連
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

静
岡
で
は
あ
ま
り
に
も
有
名

な
「
駿
府
城
公
園
」
大
御
所
時
代

の
徳
川
家
康
が
最
も
愛
し
た
居
城

「
駿
府
城
」
は
な
い
け
れ
ど
…
公

園
内
は
見
ど
こ
ろ
一
杯
！　

　

ま
ず
は
重
臣
た
ち
の
出
入
口
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
東
御
門

橋
」
か
ら
入
っ
て
み
ま
す
。
重
厚

感
あ
る
橋
を
渡
り
、
ま
る
で
家
臣

に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
。「
東
御

門
」を
く
ぐ
り「
巽

た
つ
み
や
ぐ
ら

櫓
、本
丸
掘（
内

堀
）
を
見
な
が
ら
中
央
広
場
へ
。

葵
の
御
紋
の
花
壇
や
晩
年
の
家
康

第20回

公
像
、
お
手
植
え
の
ミ
カ
ン

を
通
過
し
、
色
と
り
ど
り
の

花
壇
に
癒
さ
れ
足
を
進
め
る

と
、
い
よ
い
よ
目
的
の
天
守

台
発
掘
調
査
の
現
場
が
あ
り

ま
す
。「
エ
ェ
～
江
戸
城
よ

り
も
大
き
い
天
守
台
？
」
と

か
「
秀
吉
が
築
か
せ
た
天
守

台
発
見
！
」（
実
は
秀
吉
子

飼
い
の
部
下
「
中
村
一
氏
」

と
い
う
武
将
が
築
か
せ
た
ん

で
す
が
…
）「
金
箔
瓦
発
掘
」（
さ

す
が
秀
吉
!!
）
と
話
題
に
な
っ
た

場
所
で
す
。

　

中
に
入
る
と
発
掘
さ
れ
た
石
垣

が
見
ら
れ
ま
す
。
天
正
期
の
原
石

を
積
み
上
げ
た
「
の
ず
ら
積
み
」、

慶
長
期
の
石
の
角
や
面
を
平
た
く

し
積
み
上
げ
隙
間
に
丸
い
石
を
詰

め
た
「
打
ち
込
み
接は

ぎ

」、
そ
れ
以

降
、
安
政
の
地
震
や
宝
永
火
山
で

の
崩
落
・
修
復
の
為
、
成
形
さ
れ

た
石
を
積
み
上
げ
た
「
切
り
込
み

接
」
と
石
垣
の
積
み
方
も
時
代
に

よ
り
様
々
。

　

石
垣
の
角
に
は
崩
れ
な
い
為
に

「
算
木
積
」
と
い
う
技
法
が
用
い

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

各
藩
の
普
請
を
示
す
刻
印
や
石

を
割
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
矢
穴
な

ど
も
あ
り
、
実
際
に
手
で
触
る
事

も
で
き
ま
す
。
石
は
大
き
く
重
く

て
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら

説
明
や
「
籠
城
用
の
井
戸
も
発
見

さ
れ
た
よ
」
等
の
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
所
要
時
間
は
静
岡

駅
か
ら
歩
い
て
2
時
間
。
他
に
も

紅
葉
山
庭
園
、
坤

ひ
つ
じ
さ
る
や
ぐ
ら
櫓
、
巽た

つ
み
や
ぐ
ら

櫓
と

公
園
内
は
見
ど
こ
ろ
一
杯
。
時
間

に
余
裕
あ
る
方
は
是
非
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
ほ
っ
と
一
息
ニ
ュ
ー
ス

を
。
帰
り
に
二
の
丸
橋
を
渡
り
右

に
振
り
向
く
と
…
石
垣
の
上
に
石

で
作
っ
た
鳩
が
ち
ょ
こ
ん
と
一

羽
。
石
垣
修
復
の
際
に
職
人
さ
ん

が
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
首
を

傾
げ
た
ポ
ー
ズ
が
愛
ら
し
い
か
っ

た
で
す
。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
の
大
き
な
社
会
問
題
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
以
前
か
ら
高
齢

者
の
持
つ
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
、
世
代
間

交
流
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今

回
は
、
次
の
３
団
体
の
事
業
に
対
し
て
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
今
年
度
の
実
施
団
体
募
集
中
で
す
。
お
問
合

せ
申
込
は
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
経
験
生
か
し

　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援

ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業

①久能学区老人クラブ連合会
　豆まきや寸劇で子どもと
　シニアが交流しました。

③葵区シニアクラブ連合会
　小中学生にペタンク競技
　にふれ合う楽しさを学ん
　でもらいました。

②竜南学区シニアクラブ連合会
　昭和 10 年頃の農家の生活の
　話を聞いたり正月のお飾りを
　一緒に作りました。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令和元年11月15日（金）

A から F の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D E

6

54

3

10

987

21

第4回会員交流ウォーキング

第 29 号（16）市 老 連 だ よ り令和元年 7 月発行

　11月29日（金）、日本一の渓流美「山梨・昇仙
峡」にて会員交流ウォーキングを実施します。

巨大な岩山と千娥滝、覚円峰など見どころたくさん。

中部横断道新清水JCT〜富沢IC開通で、山梨が
さらに近くなりました。

近日募集予定、お楽しみに

日本観光地百選渓谷の部第一位
紅葉真っ盛りの渓谷をのんびり歩こう



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

草
笛
や
音
の
出
る
子
ら
出
ぬ
子
ら
と

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

豆
ご
は
ん
孫
来
て
囲
む
朝
餉
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

か
け
足
で
雨
後
の
我
が
町
夏
め
い
て

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

狭
庭
に
も
風
の
お
こ
り
て
蝶
の
昼

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

五
月
雨
や
湯
灌
の
妻
の
背
を
流
す

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

夏
め
く
や
庭
の
手
入
れ
に
時
忘
れ

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

異
郷
よ
り
嫁
を
迎
え
ぬ
早
苗
月

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

役
終
へ
し
八
十
路
の
背せ
な

に
滝
し
ぶ
き

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

天
守
掘
金
瓦
出
で
水
温
む

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

七
夕
や
逢
瀬
一
夜
の
天
の
川

清
水
区　

有
度
地
区　

楠
新
田
千
歳
会　

石
川　

良
子

早
す
ぎ
る
逝
し
彼
方
を
思
い
出
す

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

窓
開
て
富
士
の
姿
見
手
を
合
せ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

曻

亡
き
母
へ
新
茶
の
香
り
茶
摘
み
歌

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

石
上　

満
子

令
和
と
ぞ
希
望
期
待
の
鯉
泳
ぎ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

里
山
の
緑
鮮
や
か
薫
る
風

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

早
緑
の
段
々
茶
畑
鳥
が
鳴
く

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

向
山　

真
弓

奥
山
に
お
茶
の
香
り
と
初
夏
の
風

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

横
田　

道
子

朝
も
や
に
緑
広
が
る
お
茶
摘
み
ぞ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

渡
部　

秀
男

尾
を
振
り
て
園
児
に
お
は
よ
う
鯉
の
ぼ
り

清
水
区　

有
度
地
区　

楠
新
田
千
歳
会　

石
川　

良
子

夕
暮
れ
て
一
人
淋
し
く
ワ
イ
ン
飲
む

　
　

逝
し
貴
方
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

水
仙
が
風
に
吹
か
れ
て
お
じ
ぎ
す
る

　
　

き
れ
い
な
ま
ま
で
空
を
見
上
げ
る

清
水
区　

袖
師
地
区　

西
久
保
第
六
年
の
輪
会　

福
井　

稔　

赤
い
靴
日
本
平
の
母
子
像

　
　

雨う
じ
ょ
う情
の
童
謡う

た

は
今
故ふ

る
さ
と郷
に

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

静
け
さ
や
亡
き
夫
偲
ぶ
一
人
居
の

　
　

遺
影
の
前
に
時
を
忘
れ
て
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俳

句

短

歌

会
員
文
芸



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岩
音　

幸
子

ロ
ボ
ッ
ト
に
介
護
さ
れ
る
近
未
来

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚
け
い
子

未
来
な
く
過
去
も
戻
れ
ぬ
迷
い
道

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

悲
し
く
も
良
い
事
ば
か
り
無
い
世
な
り

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

頑
固
者
気
は
優
し
く
笑
顔
よ
し

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

竹
ト
ン
ボ
富
士
を
ひ
と
呑
み
空
に
舞
う

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

松
永　

久
男

あ
れ
こ
れ
と
希
望
い
っ
ぱ
い
こ
ち
の
朝

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

五
周
年
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
末
永
く

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

ひ
ら
ひ
ら
と
蝶
が
集
ひ
て
花
に
な
り

　
　

薄
紅
や
さ
し
あ
ゝ
桜
草

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

甘
酒
を
ふ
る
ま
ふ
君
の
ほ
ほ
え
み
よ

　
　

女
神
の
ご
と
く
我
に
ま
ぶ
し
き

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

賑
や
か
に
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
五
周
年

　
　

慶
喜
公
も
お
目
覚
め
か

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

日
差
し
伸
び
さ
ん
さ
ん
句
会
発
足
し

　
　

老
い
も
若
き
も
和
む
ひ
と
と
き

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

余
生
を
ば
ひ
き
つ
る
シ
ワ
が
教
え
て
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

稔
裕

電
話
鳴
る
ハ
イ
と
言
う
け
ど
腰
た
た
ぬ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

笑
い
つ
つ
ご
ま
か
す
歳
よ
た
び
た
び
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

ビ
デ
オ
ど
り
大
沼
が
行
く
大
ヒ
ッ
ト

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

生
き
生
き
と
歌
っ
て
踊
っ
て
若
返
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

中
野　

洋
子

八
十
路
す
ぎ
ス
テ
ィ
ッ
ク
杖
に
ゴ
ル
フ
す
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

七
種
カ
ズ
子

八
十
の
手
習
い
始
め
墨
を
す
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

片
岡
智
恵
子

亡
き
夫つ
ま

は
遠
き
昭
和
の
人
と
な
り
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川

柳

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た

め
１
人
各
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ

名
・
筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員

会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・「
こ
の
記
事
が
良
か
っ
た
」「
こ
ん
な
記
事
が
読
み

た
い
（
特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
）」
な
ど
、

　

ご
意
見
、
ご
要
望
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
紙
面

上
に
て
適
宜
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〒４２０−０８５４

静岡市葵区城内町 1 番 1 号

静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

令
和
の
元
号
初
め
て
の
広
報
誌
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
も
、
清
水
区
の
遠

藤
日
出
夫
会
長
に
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し

い
風
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
は
…
戦
い
の
時
代
、
平
成
は
…
災

害
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
令
和
は
ど
う
な
る
事
で
し
ょ
う
か
？
平
和
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
が
…

　

最
近
の
世
の
中
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
「
事

件
」「
事
故
」
が
多
す
ぎ
で
す
。
高
齢
者
の
交
通

事
故
は
、「
運
転
に
自
信
が
あ
る
」
か
ら
運
転
す

る
の
だ
そ
う
で
す
が
…
ま
た
、
人
の
命
の
大
切
さ

は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
広
報
委
員
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
編
集

し
ま
し
た
広
報
誌
29
号
に
は
、
皆
さ
ま
の
活
動
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
勧
誘
活
動
な
ど
に
も
活
用
し

て
会
員
増
強
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

毎
年
、
夏
の
暑
さ
も
増
し
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
が
、フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
体
質
）
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
、
体
調
に
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。（
石
川
和
恵
）

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

太
田　

幸
江
（
葵　

区　

南
藁
科
）

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

牧
野　

展
也
（
駿
河
区　

川　

原
）

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長
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編 集 後 記

　静岡市主催「ハッピーシニアライフ」イベントが 3 月 16 日（土）
青葉シンボルロードにて盛大に開催され、シニアクラブも参加。
　体験ブースでは、シニアが得意な「昔の遊び体験」でけん玉、
紙鉄砲を伝授。女性委員さんのお箸袋づくりも好評でした。
　輪投げのコーナーは子供達にも人気で「意外とむずかしい！」
という声も…
　ステージでは 3 つの団体が舞台狭しと元気な姿を披露しました。

ハッピーシニアライフに参加
活動発表で元気シニアをＰＲ

葵・駿河区女性委員の「サザエさん体操」

にはゲストの久保ひとみさんも登場

賎機 松寿会の「銭太鼓」

川原 長寿会の 3B 体操


